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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金沢大学教育学部附属高等学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校　長　　上　田　穰　一
 

第1８回高校教育研究協議会ご案内
テーマ　「新学習指導要領の実施に向けて　－学ぶ力と考える力－　」
　　
　爽秋の候，貴台におかれましては益々ご健勝にてご精励のこととお慶び申し上げます。　

　さて，高等学校においては新『学習指導要領』がいよいよ平成15年度より実施されます。学校5日制の導入，学習内容の厳選，新教科「情報科」および「総合的な学習の時間」の実施，その中での学力の定着など，教育現場ではその対応に日々腐心されていることと存じます。本校では，それに先行して，新『学習指導要領』に基く学習内容，教材構成，学習方法，学習評価について実践研究を重ねてまいりました。本研究協議会では，その成果の一端を発表し，新『学習指導要領』の円滑な導入を図る方法を探りたいと存じます。 

　つきましては，先生方の多数のご参加を得て,ご批判,ご教示賜りたく，ご案内申し上げます。公務ご多忙の折とは存じますが，貴校関係の先生方に多数ご参集いただきますよう，ご案内申し上げます。

 
記
 

１．主　　催　　　金沢大学教育学部附属高等学校
 

２．日　　時　　　平成13年11月9日（金）
 

３．会　　場　　　金沢大学教育学部附属高等学校
　　　　　　　　　〒921－8105　　金沢市平和町1丁目1番15号
　　　　　　　　　　　　　　　TEL（076）226-2154　　　FAX（076）226-2150
４．日　　程
9:00　9:30　　　10:00　10:10　　　11:00　11:10　　　　12:40　　13:30　　　　　14:30　　　　　　　16:00　　16:10

	受付
	開会行事
	移動
	公開授業
	移動
	分科会
	昼食
	全体会
	講演会
(石原多賀子氏)
	閉会行事


５．開会行事　　（1）挨　　拶………学　校　長　上田穰一
　　　　　　　　（2）趣旨説明………研究部主任　山本吉次
　　　　　　　　（3）日程説明………研　究　部　高橋栄一
 

６．公開授業
	教科
科目
	学年
クラス
	授業担当
	題　材
	授業内容

	国語
(国語Ⅰ)
	1年
Ａ組
	風間重利
	短歌･俳句
	1年2学期後半の授業として，俳句を取り上げる。今回は，創作を通じたコミュニケーションと相互評価を中心に置いた授業を目指して，句会を実施することにした。

	数学
(数学Ⅰ) 
	1年
Ｃ組
	戸田　偉
	順列・組合せ
	中学校では，具体的に数え上げられる事象について学習する。それを踏まえて，具体的な事例の観察から，それを一般化する過程を通して順列･組合せのよさを認識できる授業を試みる。

	理科
(化学ⅠB) 
	１年
Ｂ組
	樫田豪利
	分子の性質(Ⅰ)
	有機化合物の例を取り上げて，分子間の大小関係を沸点のデータを通して考え，その大小を分子の極性の考え方で理解できるようになることを目的として授業を行う。

	保健
体育
（保健）
	1年
Ａ組
	秦　恵美子
	保健課題学習
－レポート発表
	本単元は健康つくりの実践力を培うために，レポートつくり～模擬授業の展開を課題としている。本時は個人レポートで発表し，質問や意見を交換する。

	外国語
（リーディング）
	2年
文系
	田井恵津子
	読むことから自己表現への発展
	英文を読み，英問英答で理解を確認すると同時に，本文に使われている表現の獲得をめざし，さらに意見交換へと発展させる。ペアワークを中心とした授業を展開する。

	情報
	1年
Ｃ組
	横野健二
川谷内哲二
	Webページ作成
	WWWを利用した情報の発信に際して，あるべき情報発信の姿と望むべき情報発信者としての態度を，技術及びモラルの両面から生徒を指導する。


 

７．分科会
	教科
	研究
発表者
	助言者
	研究題目
	発表内容

	国語
	奥村郁子
	深川明子
（金沢大学

教育学部）
	国語における学力とは何か
	新指導要領が掲げる「言葉で伝え合う力」や「社会人として必要とされる言語能力の育成」を意図した授業実践を報告し，国語における学力とは何かについて考える。

	数学
	矢部篤雄
	銀島　文
（金沢大学

教育学部）
	小中高の接続と新課程教材
	数学教育において，中学校と高等学校間の円滑な接続を考えての授業はかなり難しいことに気づく。今回はこの中高の接続性に配慮しながら教材をいくつか考えてみた。

	理科
	倉　庸康
樫田豪利
	松原道男
（金沢大学

教育学部）
森川鐵朗

（上越教育

大学）
	新科目「理科総合A」の課題研究について
	過去2年半，新科目「理科総合A」の「課題研究的なもの」を実践研究した。これは，総合学習として実施するのも悪くないことが分かった。

	
	
	
	「モルの概念指導」と「化学Ⅰ」の指導計画
	物質量の概念と分子量，式量という量の関係を理解するための箱モデルを使った指導法の実践を報告し，有機化合物を中心とした新教科「化学Ⅰ」の指導計画を提案する。

	保健
体育
	木ノ本正夫
秦　恵美子

川崎繁次
	岩田英樹
（金沢大学教育学部）
	保健課題学習から模擬授業による総合学習の試み
	教師主導型授業と研究レポートから模擬授業を実施することで，分析力や判断力等を伸ばすように学習を展開し，総合的な学習にアプローチを試みた授業実践を報告する。
 

	外国語
	西野貴子
東　正一

田井恵津子
	大塚　巌
（金沢大学教育学部）
	本校におけるる英語指導の目標と計画
	卒業までに本校生徒に身につけさせたい英語力を設定し，担当科目毎に年間の指導目標および計画を策定した。今年度始めた試みの実施状況について中間報告する。

	情報
	横野健二
川谷内哲二
	山口嘉一
多井伸明

（石川県教育センター）
	高等学校における｢情報｣の意味と目的
	新教科「情報」の年間指導計画とシラバスの策定を通して，高等学校における今後の情報教育の意味と目的を，生徒の実態を踏まえた上で提案する。


 

８．全体会
（1） 本校の教育課程　　　　　　　　　 川谷内哲二（教務主任）
（2）「総合的な学習の時間」について　　山本吉次（研究部主任）・高橋栄一（研究部）

 
９．講演会
　演題「これからの人づくり－新しい学力観－」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　金沢市教育長　石原多賀子氏　　　
都道府県教育委員会教育長殿


市町村教育委員会教育長殿


高等学校長殿


国立大学附属学校長殿


 








